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Abstract
Trials of using glass po、、der(GP)as an admixture of cement under normal curing condi‐
tions have been made_  ヽヽ「ith the addition of GP the strength of cement wras decreased  After
GP、as grOund for one more hour,no■linat d NGP it behaved differently on the properties of
cement: 1)cement strength邪/as increased,2)porosity and average pore radius of rnortars、ver
reduced and 3)hydration degree of cement were enhanced Moreover when 0 5%NaOH was
introduced to NGP blended cements,their strength and hydration M/ere further developed
r9ypor♂s: 、vaste glass pottrder, electrical conductivity, NaOH, non―evaporable 郡/at r,
pore strucuture
1. は しが き
現今,高炉スラグ,シリカフューム,フライ
アッシュや靱殻灰のような極めて多量の廃棄物
が,セメントやコンクリートの製造においてポ
ゾラン材として利用されてきている (Mehta,
1983)。廃棄物としてのガラスは何処でも見るこ
とができるが,そのうちのいくらかはガラス瓶
へのリサイクルに向けられている。しかし,か
なりの量は廃棄物として廃棄され,廃棄物処理
場の寿命を縮めることに貢献している。それを
如何に処理しあるいは再利用するかは我々の眼
前の重要且つ実際的な問題である。
本研究はガラス廃棄物を粉砕し,ポゾラン材
としての有効利用の可能性を検討した基礎的な
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報告である。ガラスはシリカフュームやもみが
ら灰と同じく,Si02を主成分とするアモルファ
スな材料であるが, しかしその表面性状はかな
り異なっている。実験の結果はこれを裏付ける
結果が得られ,ポゾラン材としては必ずしも有
効でないことが明らかとなった。しかし、これ
を解決する一つの方法として,ガラスの粉砕エ
ネルギーを大きくすること,更にNaOH溶液
を用いてガラス表面を活性化させることを試
み,これによってポゾラン活性を賦与できる可
能性を示した。強度試験,水和反応に伴う化学
的結合水量および細孔径の測定などによってそ
の効果を確認した。
2.実験 結 果
2.1 使用材料と配合
使用済みの飲料用瓶を洗浄・乾燥し,それを
振動式ボールミルで1時間あるいは2時間粉砕
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